































































ころ、B工務店の指定口座「D銀行 d 支店 普通預金 口座番号 ****112」


























































































ろ、右 D 銀行 d 支店において、同支店窓口受付係 Qに対し、自分には右






































































































































































































































































































































































































「D 銀行 d 支店 普通預金 口座番号 ****122」なんて存在しない訳であ
るから、該当口座なしで、250万円はA子さんのもとに戻っていたはずで
ある。
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